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八幡平いにしえの宝
（市内の貴重な文化財や自然などを紹介します）
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この広報は森林認証された
紙を使用しています。

七　滝（焼切沢）
　1941年編

へんさん

纂の『岩手郡誌』（1972年復刻）には、“巌
がんじゅ

鷲八勝の八”として「赤川は…（中略）焼
やっきりざわ

切澤
を下り……松川に合す。その間に七瀑布あり各れも賞するに足る。殊に第六の瀧は雄大にして上下
二層に分かれ上瀑は直下二丈……瀧壺より溢れ落つる水は下瀑をなし絶壁に沿ひて下ること八丈…
（以下略）」とあり、七つある滝の最も見事な滝に付いた名称のようです。『岩手県管轄地誌』（明治
12年編纂）寄木村の項には大滝（現若旗滝）、麻

お か せ

桛滝（現緒ケ瀬滝）と並んで「七ツ滝」として登場します。
これより先、江戸期の文献には七滝の名はなく、オカセノタキ（麻桛滝）だけが登場（絵図）してい
ますので、知名度では麻桛滝に遅れをとっていたといえます。しかし、古くから細々と行われてい
た大地獄の硫黄採掘は昭和に入って硫黄鉱山として具体化し(通称田頭鉱山)、温泉開発なども度々
試みられるようになりました。いずれも本格化までには道半ばだったようですが、登山道沿いにあ
ることなどもあって多くの人々の知ることとなり、岩手山の八名所の一つに数えられるようになっ
たようです。
　園地となっている高台の一角に質素な祠

ほこら

がありますが、戦前は滝不動の小さな祠が流れのほとり
にあったといいます。ここを訪れた人々の感動が信心という形で引き継がれてきたのでしょうか。　　　　　
　鉱山開発などに携わった人々から登山者、観光客まで、訪れる人々のさまざまな思いをのみ込む
ように、飛

し ぶ き

沫が舞う滝壺を震わせて轟
ごうおん

音が響いています。　
（文・市文化財保護審議会委員　畑謙吉）

≪参考文献≫　　・南部盛岡藩領内絵図 (1854・嘉永七年 )
　　　　　　　　・岩手県管轄地誌（1879・岩手県）
　　　　　　　　・岩手郡誌復刻版（1972・岩手郡地教委連絡協議会）
　　　　　　　　・松尾村誌 (1989・松尾村 )
　　　　　　　　・湧口と碑（1996・松尾村）

所在地　松尾寄木第 1地割（県民の森地内）

（左）二折れの水柱が深緑に映
える七滝（上）滝への降り口に
は小さな祠がある

　第21回幼児のためのミニコンサートが９
月20日、岩手大学吹奏楽部を招いて、市総
合運動公園体育館で開かれました。
　コンサートには、市内の保育所に通う年
長の子ら約150人が参加。大学生が演奏する
計７曲の音楽を楽しみました。また、演奏
の合間には、本物の楽器に触れる企画もあ
り、みんな音を出すことに夢中になりました。
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今月の表紙 わたしにも音が出せたよ


